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研 究 分 野 社会福祉学、地域福祉、高齢者福祉

研究キーワード 地域共生社会、社会的居場所、社会参加、ソーシャル・キャピタル

研 究 内 容 ⃝高齢者の社会参加支援に関する研究
　高齢者の社会参加は、老後の健康やウェルビーイングとの関連から重要な位置付けにある。問題
意識は、老化のプロセスにおいて、多かれ、少なかれ体験するストレスフル・ライフイベントや、
過疎地域の物理的、社会的な諸課題がもたらす社会参加の阻害要因である。これまでの研究では、
こうした環境のもと、いかにして社会参加の枠組みを地域社会で形成するか、地域の住民及び組織
体、支援者としての行政、ソーシャルワーカーの役割について探索的に検討した。

（論文１．）
主体的外出場所が地域在住一般高齢者の主観的ウェルビーイングに与える効果：高齢期のストレス
フル・ライフイベントの体験・認知に関する調査結果から 2019 高齢者のケアと行動科学 25,56-
66.
※関連リンク：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsbse/24/0/24_13/_article/-char/ja/

（論文２．）
山形県酒田市におけるいきいき百歳体操の効果―身体機能・QOL・相互扶助行為に関する調査から
― 2018 東北公益文科大学総合研究論集　35,51-62.
※関連リンク：https://koeki.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_
view_main_item_detail&item_id=411&item_no=1&page_id=13&block_id=21

（論文３．）
過疎地域における社会的居場所の 円滑な運営方法の検討:─地域包括支援センター職員へのインタ
ビュー調査 2020 高齢者のケアと行動科学 25,56-66.
※関連リンク：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsbse/25/0/25_56/_article/-char/ja/

研 究 業 績・
アピールポイント

　共生社会政策において、地域づくりと個別支援はその根幹にあり、既往研究では上述のとおり社
会参加の枠組み形成をテーマに取り組んできた。以下の論文では、それらをまとめている。

⃝論文
１．2021年、「高齢者の社会的居場所に関する研究：山形県酒田市を事例として」
岩手県立大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士後期課程 （令和2年度）

⃝受賞
１．2021年、岩手県立大学学長賞受賞
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